
令
和
八
年
度
学
力
検
査
問
題

国

語

�
（
人
文
学
部
）前
期
日
程

（
問
題
紙

一
〜
二
十
二
ペ
ー
ジ

別
紙
解
答
用
紙
枚
数

一
枚
）

解
答
時
間

一
二
〇
分

注

意

事

項

一
、
試
験
開
始
の
合
図
が
あ
る
ま
で
、
こ
の
問
題
冊
子
の
中
を
見
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

二
、
本
冊
子
の
ペ
ー
ジ
数
は
右
に
示
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
落
丁
、
乱
丁
、
印
刷
不
鮮
明
の
箇
所
な
ど
が
あ
る
場
合
は
申

し
出
る
こ
と
。

三
、
解
答
は
す
べ
て
別
紙
解
答
用
紙
の
そ
れ
ぞ
れ
の
解
答
欄
に
記
入
す
る
こ
と
。

四
、
解
答
用
紙
の
指
定
さ
れ
た
欄（
二
箇
所
）に
、
忘
れ
ず
に
本
学
の
受
験
番
号
を
記
入
す
る
こ
と
。

五
、
試
験
場
内
で
配
付
さ
れ
た
問
題
冊
子
は
試
験
終
了
後
持
ち
帰
る
こ
と
。

◇Ｍ１（４７３ １）



一

次
の
文
章
は
、
薬
学
の
知
識
を
も
ち
い
て
素
材
の
配
合
を
細
か
く
決
め
た
猫
の
食
事
を
大
学
院
生
Ｒ
さ
ん
が
作
っ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
た
後
に

続
く
も
の
で
あ
る
。
こ
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
設
問
に
答
え
よ
。（
＊
は
本
文
の
後
に
注
が
あ
る
こ
と
を
示
す
。）

◇Ｍ１（４７３ ２）― １ ―
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（
福
永
真
弓「
自
炊
と
自
己
家
畜
化
」よ
り
。
出
題
に
際
し
原
文
を
一
部
改
め
た
。）

〔
注
〕
＊
全
体
主
義＝

こ
こ
で
は
、
み
な
が
同
じ
方
向
に
向
か
う
こ
と
。

は
い
し
ゅ

＊
胎
座＝

植
物
の
子
房
内
で
、
種
子
の
も
と
と
な
る
胚
珠
が
付
着
す
る
部
分
。

＊
中
食＝

調
理
済
み
の
食
品
を
自
宅
な
ど
に
持
ち
帰
っ
て
食
べ
る
こ
と
。

◇Ｍ１（４７３ ７）― ６ ―
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問
一

傍
線
部

の「
人
間
の「
自
己
家
畜
化
」」と
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
、
筆
者
が
考
え
て
い
な
い
こ
と
を
、
次
の
選
択
肢
の
中
か
ら

一
つ
選
ん
で
、
記
号
で
答
え
よ
。

ア

人
工
物
で
つ
く
ら
れ
た
居
住
空
間
で
生
き
る
こ
と
。

イ

苦
痛
を
避
け
る
こ
と
。

ウ

他
者
と
し
て
の
自
然
と
対
話
す
る
こ
と
。

エ

整
形
な
ど
に
よ
り
姿
形
を
変
え
ら
れ
る
こ
と
。

オ

生
殖
を
管
理
・
統
制
さ
れ
る
こ
と
。

カ

自
分
で
収
穫
し
な
く
て
も
食
を
得
ら
れ
る
こ
と
。

問
二

傍
線
部
「
不
快
の
欠
如
態
と
し
て
の
社
会
に
生
き
る
こ
と
を「
安
楽
」と
み
な
す
現
代
社
会
の
風
潮
」は
藤
田
の
指
摘
で
あ
る
が
、
筆
者
は
、

現
在
我
々
は「
安
楽
」に
生
き
る
た
め
に
何
を
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
の
か
。
具
体
的
に
七
〇
字
以
内
で
説
明
せ
よ
。

問
三

傍
線
部

に「
ど
の
よ
う
に
食
を
セ
ル
フ
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
す
る
か
が「
私
ら
し
さ
」を
表
現
す
る
場
と
な
り
」と
あ
る
が
、「
食
を
セ
ル
フ
ハ
ン

ド
リ
ン
グ
す
る
」と
対
極
に
あ
る
行
動
は
何
か
。
最
も
適
切
な
語
句
を
本
文
中
か
ら
八
字
で
抜
き
出
し
て
記
せ
。

問
四

傍
線
部

に「
私
た
ち
は
セ
ル
フ
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
に
お
さ
ま
ら
な
い「
自
炊
」に
た
ど
り
つ
く
」と
あ
る
が
、
こ
こ
で
い
う「
自
炊
」と
は
ど
の
よ

う
な
こ
と
か
、
具
体
的
に
六
〇
字
以
内
で
説
明
せ
よ
。

問
五

ａ

〜

ｄ

の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
に
改
め
よ
。

◇Ｍ１（４７３ ８）― ７ ―



二

次
の【
文
章
Ａ
】は
阿
川
佐
和
子「
古
ヒ
ー
」、【
文
章
Ｂ
】は
湊
か
な
え「
コ
ー
ヒ
ー
革
命
」の
全
文
で
あ
る
。【
文
章
Ａ
】・【
文
章
Ｂ
】を
読
ん
で
、
後

の
設
問
に
答
え
よ
。（
＊
は
本
文
の
後
に
注
が
あ
る
こ
と
を
示
す
。）

【
文
章
Ａ
】

◇Ｍ１（４７３ １０）― ９ ―
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（
阿
川
佐
和
子「
古
ヒ
ー
」）

◇Ｍ１（４７３ １２）― １１ ―
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【
文
章
Ｂ
】

◇Ｍ１（４７３ １３）― １２ ―
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（
湊
か
な
え「
コ
ー
ヒ
ー
革
命
」）

〔
注
〕
＊
ハ
ー
フ
ラ
ウ
ン
ド＝

ゴ
ル
フ
の
一
八
ホ
ー
ル
ラ
ウ
ン
ド
の
半
分
の
九
ホ
ー
ル
を
プ
レ
ー
す
る
こ
と
。

＊
ブ
リ
ー
チ
ー
ズ＝

フ
ラ
ン
ス
の
ブ
リ
ー
地
方
で
生
ま
れ
た
白
カ
ビ
チ
ー
ズ
。
ク
リ
ー
ム
の
よ
う
に
柔
ら
か
く
、
濃
厚
な
味
わ
い
が
特
徴
。

＊
グ
ラ
イ
ン
ダ
ー＝

コ
ー
ヒ
ー
豆
を
ひ
く
機
械
。
電
動
コ
ー
ヒ
ー
ミ
ル
。

＊
エ
ス
プ
レ
ッ
ソ
マ
シ
ン＝

エ
ス
プ
レ
ッ
ソ
を
い
れ
る
機
械
。
エ
ス
プ
レ
ッ
ソ
と
は
、
コ
ー
ヒ
ー
粉
に
圧
力
を
か
け
て
短
時
間
で
成
分
を
抽

出
す
る
方
法
、
ま
た
は
そ
の
方
法
で
い
れ
た
コ
ー
ヒ
ー
。

＊
ド
リ
ッ
プ＝

コ
ー
ヒ
ー
粉
に
お
湯
を
注
ぎ
、
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
し
て
成
分
を
抽
出
す
る
方
法
、
ま
た
は
そ
の
方
法
で
い
れ
た
コ
ー
ヒ
ー
。

◇Ｍ１（４７３ １４）― １３ ―
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問
一

傍
線
部
ａ
〜
ｄ
の
表
現
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
の
最
も
適
切
な
意
味
を
選
択
肢
か
ら
選
ん
で
、
記
号
で
答
え
よ
。

ａ

き
ら
い
が
あ
る

ア

食
わ
ず
嫌
い
が
あ
る

イ

傾
向
が
あ
る

ウ

想
像
力
が
あ
る

エ

役
割
が
あ
る

ｂ

新
鮮
で

ア

生
き
生
き
と
し
た
さ
ま
で

イ

こ
れ
ま
で
に
な
い
さ
ま
で

ウ

出
来
立
て
で
あ
る
さ
ま
で

エ

濁
り
が
な
く
き
れ
い
な
さ
ま
で

ｃ

新
鮮
に
限
る

ア

新
し
い
豆
な
の
で
お
い
し
い

イ

ハ
ワ
イ
産
の
フ
レ
ー
バ
ー
入
り
の
豆
が
良
い

ウ

古
い
豆
は
お
い
し
く
な
い

エ

新
し
い
豆
に
は
限
界
が
あ
る

ｄ

福
は
ず
っ
と
続
い
て
い
る

ア

ク
ジ
運
は
強
く
な
い
の
に
ま
た
福
引
き
が
当
た
っ
た

イ

福
引
き
で
当
て
た
エ
ス
プ
レ
ッ
ソ
マ
シ
ン
が
直
っ
た

ウ

家
で
い
れ
る
コ
ー
ヒ
ー
よ
り
お
い
し
い
コ
ー
ヒ
ー
に
出
会
っ
た

エ

家
で
お
い
し
い
コ
ー
ヒ
ー
を
い
れ
続
け
て
い
る

◇Ｍ１（４７３ １５）― １４ ―



問
二
【
文
章
Ａ
】の
傍
線
部

に「
お
か
わ
り
自
由
の
レ
ス
ト
ラ
ン
の
よ
う
に
、
絶
え
る
こ
と
な
く
コ
ー
ヒ
ー
が
補
充
さ
れ
て
い
く
」と
あ
る
が
、
こ

の
朝
食
の
場
面
で
コ
ー
ヒ
ー
の「
補
充
」を
勧
め
ら
れ
た
人
物
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
選
択
肢
か
ら
過
不
足
な
く
す
べ
て
選
ん
で
、

記
号
で
答
え
よ
。

ア
「
友
人
」

イ
「
友
人
」の
子

ウ
「
友
人
」の
配
偶
者

エ
「
私
」以
外
の
同
級
生

オ
「
私
」

カ
「
私
」の
子

キ
「
私
」の
配
偶
者

ク
「
私
」の
親

問
三
【
文
章
Ａ
】の
傍
線
部

に「
も
は
や
事
態
は
緊
急
の
様
相
を
呈
し
て
き
た
」と
あ
る
が
、
具
体
的
に
は
ど
う
い
う
状
態
か
。
こ
の「
事
態
」を
引

き
起
こ
し
た
要
因
が
わ
か
る
よ
う
に
、
五
〇
字
以
内
で
述
べ
よ
。

問
四

次
の
文
章
は【
文
章
Ａ
】と【
文
章
Ｂ
】に
つ
い
て
説
明
し
た
も
の
で
あ
る
。
空
欄

Ｘ

に
ふ
さ
わ
し
い
内
容
を
考
え
て
、
五
〇
字
以
内

で
書
き
な
さ
い
。

【
文
章
Ａ
】も【
文
章
Ｂ
】も
、
そ
れ
ほ
ど
コ
ー
ヒ
ー
好
き
で
は
な
か
っ
た
人
が
、
大
の
コ
ー
ヒ
ー
好
き
に
な
っ
た
経
緯
を
描
い
た
も
の
で
あ

る
。【

文
章
Ａ
】は
、「
私
」が
コ
ー
ヒ
ー
を
た
く
さ
ん
飲
め
る
よ
う
に
な
っ
た
理
由
を
明
確
に
こ
れ
だ
と
は
断
定
し
て
い
な
い
。
そ
の
き
っ
か
け
と

な
っ
た
朝
食
で
の
友
人
の
も
て
な
し
と
交
流
を
中
心
に
、
自
宅
で
自
分
で
い
れ
た
コ
ー
ヒ
ー
の
話
ま
で
を
、
コ
ミ
カ
ル
に
描
い
て
い
る
。

【
文
章
Ｂ
】は
、「
わ
た
し
」が
コ
ー
ヒ
ー
を
好
き
に
な
っ
た
き
っ
か
け
を
は
っ
き
り
と
示
し
て
い
る
。「
コ
ー
ヒ
ー
革
命
！
」と
い
う
印
象
的
な

表
現
か
ら
は
、「
わ
た
し
」の
コ
ー
ヒ
ー
に
対
す
る
意
識
が

Ｘ

と
い
う
こ
と
が
よ
く
伝
わ
っ
て
く
る
。

◇Ｍ１（４７３ １６）― １５ ―



三

次
の【
文
章
Ⅰ
】は
、
鴨
長
明
に
よ
る『
無
名
抄
』の
一
節
で
あ
る
。【
文
章
Ⅱ
】は
、『
金
葉
和
歌
集
』に
収
録
さ
れ
た
和
歌
で
あ
る
。【
文
章
Ⅰ
】と

【
文
章
Ⅱ
】を
読
ん
で
、
後
の
設
問
に
答
え
よ
。（
＊
は
本
文
の
後
に
注
が
あ
る
こ
と
を
示
す
。）

【
文
章
Ⅰ
】

（『
無
名
抄
』よ
り
）

（『
金
葉
和
歌
集
』四
二
二
番
歌
）

◇Ｍ１（４７３ １８）― １７ ―
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〔
注
〕
＊
法
性
寺
殿
に
会
あ
り
け
る
時＝

藤
原
忠
通
の
屋
敷
で
歌
会
が
あ
っ
た
と
き
に
。
法
性
寺
殿
と
は
、
平
安
時
代
後
期
の
公
卿
で
歌
人
の
藤
原

忠
通
を
指
す
。

＊
俊
頼
朝
臣＝

源
俊
頼
。
平
安
時
代
後
期
の
歌
人
。「
朝
臣
」は
敬
称
。

＊
兼
昌＝

源
兼
昌
。
平
安
時
代
後
期
の
歌
人
。

＊
講
師＝

歌
会
で
和
歌
を
読
み
上
げ
て
披
露
す
る
役
の
こ
と
。

＊
公
任＝
藤
原
公
任
。
平
安
時
代
中
期
の
公
卿
で
歌
人
。

＊
天
の
橋
立＝
現
在
の
京
都
府
宮
津
市
に
あ
る
砂
州
。
白
砂
青
松
の
景
観
で
知
ら
れ
る
。

問
一

傍
線
部
Ａ「
ま
ゐ
り
」は
誰
か
ら
誰
へ
の
敬
意
か
、
次
の
選
択
肢
の
中
か
ら
選
ん
で
、
記
号
で
答
え
よ
。

ア

藤
原
忠
通

イ

源
俊
頼

ウ

源
兼
昌

エ

書
き
手（
鴨
長
明
）

問
二

傍
線
部
Ｂ「
殿
聞
か
せ
給
ひ
て
」、
傍
線
部
Ｃ「
興
ぜ
さ
せ
給
ひ
け
り
」に
つ
い
て
、
主
語
と
な
る
人
物
の
名
前
を
具
体
的
に
示
し
た
上
で
、
現

代
語
訳
せ
よ
。

問
三

傍
線
部
「
下
泣
き
し
て
、
し
き
り
に
う
な
づ
き
つ
つ
め
で
感
じ
け
り
」と
あ
る
が
、
な
ぜ
兼
昌
は
そ
の
よ
う
な
反
応
を
し
た
の
か
。【
文
章

Ⅰ
】の
和
歌
の
適
切
な
箇
所
を
引
用
し
て
、
具
体
的
に
説
明
せ
よ
。

◇Ｍ１（４７３ １９）― １８ ―



問
四

傍
線
部
「
か
の
三
首
の
題
を
歌
一
首
」に
詠
ん
だ
和
歌
と
は
、【
文
章
Ⅱ
】を
指
す
。

こ
の
和
歌
を
現
代
語
訳
せ
よ
。
ま
た
、
【
文
章
Ⅰ
】

で
は
、【
文
章
Ⅰ
】の
和
歌
と【
文
章
Ⅱ
】の
和
歌
を
比
較
し
て
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
か
。
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
選
択
肢
の
中
か
ら

一
つ
選
ん
で
、
記
号
で
答
え
よ
。

ア
【
文
章
Ⅰ
】の
和
歌
の
方
が
、
余
情
の
豊
か
さ
で
は
や
や
劣
っ
て
い
る
。

イ
【
文
章
Ⅰ
】の
和
歌
の
方
が
、
悲
哀
を
感
じ
さ
せ
る
点
で
は
や
や
優
れ
て
い
る
。

ウ
【
文
章
Ⅱ
】の
和
歌
の
方
が
、
心
配
り
に
お
い
て
や
や
秀
で
て
い
る
。

エ
【
文
章
Ⅱ
】の
和
歌
の
方
が
、
機
転
の
良
さ
で
は
や
や
及
ば
な
い
。

オ
【
文
章
Ⅱ
】の
和
歌
の
方
が
、
情
趣
を
感
じ
さ
せ
る
点
で
は
や
や
勝
っ
て
い
る
。

問
五

鴨
長
明
の『
無
名
抄
』と
成
立
時
期
が
近
い
作
品
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
選
択
肢
の
中
か
ら
二
つ
選
ん
で
、
記
号
で
答
え
よ
。

ア
『
伊
勢
物
語
』

イ
『
風
姿
花
伝
』

ウ
『
新
古
今
和
歌
集
』

エ
『
奥
の
細
道
』

オ
『
玉
勝
間
』

カ
『
枕
草
子
』

キ
『
太
平
記
』

ク
『
発
心
集
』

◇Ｍ１（４７３ ２０）― １９ ―



四

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
設
問
に
答
え
よ
。（
＊
は
本
文
の
後
に
注
が
あ
る
こ
と
を
示
す
。
ま
た
、
設
問
の
都
合
で
、
振
り
仮
名
や
送
り
仮
名

を
省
い
た
箇
所
が
あ
る
。）

（
原
念
斎『
先
哲
叢
談
』よ
り
。
出
題
に
際
し
原
文
を
一
部
改
め
た
。）

〔
注
〕
＊
兼
山＝

野
中
兼
山
の
こ
と
。
土
佐
の
人
で
、
土
佐
藩
に
仕
え
て
い
た
。

＊
蛤
蜊＝

ハ
マ
グ
リ
や
ア
サ
リ
な
ど
の
二
枚
貝
。

＊
嘗＝

味
わ
う
。

＊
飫＝

満
足
す
る
。
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問
一

傍
線
部（
ａ
）〜（
ｃ
）の
訓
読
み
を
答
え
よ
。
送
り
仮
名
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
も
含
め
る
こ
と（
現
代
仮
名
遣
い
で
構
わ
な
い
）。

問
二

波
線
部「
無
物
不
有
」と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
、
平
易
な
表
現
に
言
い
換
え
て
説
明
せ
よ
。

問
三

二
重
傍
線
部「
既
至
則
命
投
其
所
漕
於
城
下
海
中
、
不
余
一
箇
」と
あ
る
が
、
兼
山
は
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
し
た
の
か
説
明
せ
よ
。

問
四

破
線
部「
遠
慮
」と
は
こ
こ
で
は
ど
の
よ
う
な
意
味
で
あ
る
か
、
簡
潔
に
述
べ
よ
。

◇Ｍ１（４７３ ２３）― ２２ ―




